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６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    
    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

    

研究開始後すぐに国内６拠点の研究分担者を集め、ポリコムも用いたキックオフミーティングを開

催した。会合には(株)インテック・ネットコアで実際に構築されているプライベートクラウドのハー

ドウェアを担当する業者も参加して頂き、実際に必要な電源や耐重量規模などの情報交換も行った。

各拠点とも、もともと高品質映像伝送などを専ら配送していた集団という事もあり、テラバイト級

のコンテンツを分散共有する事には強い関心を持っていた。計算機資源の仮想化やその分散共有に

対して強い期待を抱いており、一拠点の共同研究だけでなく、より大きな予算規模での実証実験を

速やかに行う事が期待された。当初は(株)インテック・ネットコアが開発中の分散プライベートスト

レージソフトウェアの導入を想定していたが、その後北大内で同様のソフトウェアを切望していた

理学系と情報交換を行い、NICT等が共同開発中の Gfarm(Grid Data Firm)に関する情報交換も行

った。また北海道内で同様のテラバイトコンテンツの分散共有需要について調査をするため、理学

系と協調して産学官のシンポジウムを開催し、国内横断的な需要だけでなく道内でのフィールドワ 
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（研究成果のつづき） 

 

ークなどに活用可能な需要の発掘を行うことができた。実機を用いた実証実験については予算規模

の問題から新たなプライベートクラウドノード群およびストレージを用意する事が困難だった事も

あり実現には至らなかったが、広域での高品質映像送受信や巨大ファイル転送に伴い帯域を効率的

に利用し複数の回線に対してトラフィックを自動的に分配するトラフィックエンジニアリング手法

について考案し、評価実験を行った。この結果は電子情報通信学会の研究会で発表されている[1]。 

 

[1] 柏崎礼生, 立花篤男, 高井昌彰 : フローシミュレーションに基づく適応的トラフィックエンジ

ニアリング手法の提案, 信学技報, vol. 109, no. 449, IN2009-203, pp. 355-358 (2010) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


